
小岩第五中学校教科別評価の観点と具体的な内容、方法  
 

音楽  

重点目 標      
○  表現の技能を身につけ、音楽活動の楽しさを体験することを通して，音楽を愛好

する心情を育むとともに、豊かな情操を養う。 

解 説    

○ 表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、音楽的な見方考え方を育成し、音楽や音

楽文化に対する感性を豊かにし、音楽に親しんでいく態度を養い、豊かな情操を

培う。 

  ３つの観点について 

① 知 識 ・ 技 能  

解 説    

◇  既 習 曲 の 曲 想・音 楽 の 構 造・背 景 な ど 、音 楽 活 動 を 行 う た め に 必 要 な

知 識 な ど 、 理 解 し て い る 。  

◇  音 楽 表 現 を す る た め に 必 要 な 技 能 を 身 に つ け 、表 現 活 動 を 行 う こ と が

で き る 。  

評価の内容      
方法  

・ 作曲者や曲の構造、背景などについての理解は定期考査で評価します。 

・ 楽語など音楽記号や表現を工夫するための知識･理解は定期考査で評価します。 

 音 楽 を 表 現 す る た め の 基 礎 に な る 技 能 は 実 技 テ ス ト を 実 施 し 評 価 し

ま す 。  

② 思 考 ・ 判 断 ・ 表 現  

解 説    

◇  音 楽 の 諸 要 素 同 士 の 関 連 に 気 づ き 、 曲 の 中 で ど の よ う な 効 果 や 特 徴

を 作 り 出 し て い る か を 感 じ 取 り 、 よ さ や 美 し さ を 味 わ い な が ら 音 楽

活 動 に 取 り 組 む こ と が で き る 。  

◇  創 意 工 夫 を 生 か し た 表 現 活 動 を お こ な う こ と が で き る 。  

評価の内容      
方法  

・  授 業 中 に 行 う 、 ワ ー ク シ ー ト の 内 容 か ら 感 受 を 見 取 り ま す 。  

・ 実際の音楽を聴き取る「聴取の能力」は、授業への取組で評価します。 

・ 単元のまとめとして定期考査で評価することもあります。  

・ 創意工夫を生かした表現の技能は、実技テストなどを実施し評価します。  

③ 主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

解 説    

◇  音 楽 活 動 に 主 体 的 に 取 り 組 み 、 自 身 の 学 習 状 況 を 把 握 し 、 試 行 錯 誤

し な が ら 、 仲 間 と 学 び を 深 め た り 、 自 ら の 音 楽 活 動 に 生 か す こ と が

で き る 。  

◇  主 体 的 な 音 楽 活 動 を 行 う た め に 、 課 題 に 粘 り 強 く 取 り 組 む こ と が で

き る 。  

評価の内容      

方法  

・  学 習 活 動 へ の 参 加 の 様 子 や 授 業 で の 取 組 に つ い て 振 り 返 る た め の  

ワ ー ク シ ー ト や 、 提 出 物 の 状 況 な ど か ら 客 観 的 に 評 価 し ま す 。  

・  表 現 活 動 や 授 業 へ の 取 組 も 評 価 し ま す 。  

・  主 体 的 に 取 り 組 ん だ 内 容 の 成 果 を 、 定 期 考 査 で 評 価 す る こ と も あ  

り ま す 。  

 


